
 

 

「東日本大震災～宮城県の記録～」について 

 

１ 趣旨・目的 

 ２０１１年３月１１日午後２時４６分に発生した巨大地震により，宮城県をはじめとする東

日本は壊滅的被害を被った。この震災を，風化させることなく記録として後世に伝承し，災害

に強い「安心・安全」な地域社会の構築に寄与していくことが我々の使命である。 

  当該映像制作は，県の東日本大震災検証記録作成普及事業の一環として，今回の出来事をし

っかりと記憶にとどめ，後世に残すための記録映像を作成するものである。 

作成した映像は，この大震災を風化させないために広く全国に発信するとともに，様々な場

面での防災意識の向上のために利用し，普及啓発を図っていくものである。 

 

２ 内容 

○本編（３０分程度） 

映像は３０分程度で，趣旨・目的を踏まえ，震災発生時の映像，津波映像，被災の状況等，

本県における東日本大震災の概要を伝える記録映像を作成する。 

○資料集（４０分程度） 

本編の素材となった映像又は内容を補足する参考映像，写真及び資料等を資料集として制

作する。資料集は，例えば「津波映像」，「被害状況」，「地震と津波のメカニズム」等の項

目毎に作成する。 

○ダイジェスト版（３分程度） 

本編のダイジェスト版を作成する。 

当該ダイジェスト版について，ウェブサイト上において掲載する。 

 

３ 活用方法  

○震災を記録及び記憶として残すため関係機関等に配布 

  ・県内市町村 

  ・県内小学校，中学校，高校 

  ・県内公立図書館 

  ・他都道府県 

  ・関係機関等 

○出前講座，防災講習会，その他各研修会等での上映 

○防災指導員養成講座での活用 

○県の機関において東日本大震災の状況等を伝えるための資料として活用 

○ウェブサイト上に掲載（ダイジェスト版） 

 

４ 作成枚数（ＤＶＤ） ２０００枚 

 

５ 制作委託業者 

  株式会社パナックス・ジャパン 

資料５ 
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知事挨拶

○本編（３０分程度）

発生時の様子

（約６０秒）

発生時の様子

津波襲来

（約６０秒）

津波襲来

地震・津波の

（約３６０秒）

地震 津波の
メカニズム

（約１８０秒）

被害状況

（約４８０秒）

支援活動

（約３００秒）

災害への備え
復興へ

（約３６０秒）
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宮城県 東日本大震災記録映像 資料集構成（順不同） ４５分程度 
 
① 項目名：津波襲来映像（気仙沼市） 

時 間：素材時間 ５分程度 
内容等：津波襲来～津波火災 

海上保安庁提供素材 
 
② 項目名：津波襲来映像（南三陸町） 

時 間：素材時間 １１分程度 
内容等：津波襲来 
    ＴＢＣ提供素材 

 
③ 項目名：津波襲来映像（仙台市，名取市） 

時 間：素材時間 ５分程度 
内容等：津波襲来 
    国交省・自衛隊の被害記録映像 

 
④ 項目名：被害状況（宮城県北部） 

時 間：素材時間 ４分程度 
内容等：東日本大震災被害状況 
    国交省，海上保安庁，自衛隊，宮城県（写真）提供素材 
 

⑤ 項目名：被害状況（宮城県南部） 
時 間：素材時間 ４分程度 
内容等：東日本大震災被害状況 
    国交省，海上保安庁，自衛隊，宮城県（写真）提供素材 

 
⑥ 項目名：地震・津波のメカニズム 

時 間：素材時間 ４分程度 
内容等：今村先生 インタビュー映像 

 
⑦ 項目名：地震への備え 

時 間：素材時間 ８分程度 
内容等：自助・共助・公助 
    日ごろの備え 
    イラスト，ナレーションで解説 
 

⑧ 項目名：津波への備え 
時 間：素材時間 ４分程度 
内容等：津波から逃げること 等 

平川先生のインタビュー 
イラスト，ナレーションで解説 
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○資料集（４５分程度）

津波襲来映像（気仙沼市）

（約６６０秒）

（約３００秒）

津波襲来映像（南三陸町）

（約６６０秒）

（約３００秒）

津波襲来映像（仙台市，名取市）

被害状況（宮城県北部）

被害状況（宮城県南部）

（約２４０秒）

（約２４０秒）

被害状況（宮城県南部）

地震・津波のメカニズム

（約２４０秒）

地震 津波

地震への備え

（約５１０秒）

津波への備え

（約２４０秒）
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